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第一部 【企業情報】

 

第1 【企業の概況】

 

1 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第44期
第3四半期
累計期間

第45期
第3四半期
累計期間

第44期

会計期間
自 平成27年 1月 1日

至 平成27年 9月30日

自 平成28年 1月 1日

至 平成28年 9月30日

自 平成27年 1月 1日

至 平成27年12月31日

売上高 （百万円） 35,039 35,043 51,371

経常利益 （百万円） 2,444 2,444 3,546

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,550 1,468 2,227

持分法を適用した場合の
投資利益

（百万円） － － －

資本金 （百万円） 3,395 3,395 3,395

発行済株式総数 （千株） 24,182 24,182 24,182

純資産額 （百万円） 23,368 24,389 24,053

総資産額 （百万円） 32,166 32,241 30,783

1株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 70.56 66.82 101.39

潜在株式調整後1株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － － －

1株当たり配当額 （円） 23.00 25.00 50.00

自己資本比率 （％） 72.65 75.65 78.14
 

　

回次
第44期
第3四半期
会計期間

第45期
第3四半期
会計期間

会計期間
自 平成27年 7月 1日

至 平成27年 9月30日

自 平成28年 7月 1日

至 平成28年 9月30日

1株当たり四半期純利益金額 （円） 22.59 26.12
 

 
(注)　1　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 2　持分法を適用した場合の投資利益については、対象となる関連会社がないため記載しておりません。

 3　潜在株式調整後1株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 4　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては、記載しておりません。

 5　第44期の1株当たり配当額50円（うち中間配当額23円）は、特別配当4円を含んでおります。

 
2 【事業の内容】

当第3四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）にて営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社スペース(E04902)

四半期報告書

 2/14



第2 【事業の状況】

 

1 【事業等のリスク】

当第3四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 

2 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

3 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第3四半期累計期間（平成28年1月1日～平成28年9月30日）における当社を取り巻く事業環境は、政府の各種政

策や日本銀行の金融緩和政策等により、企業収益及び雇用環境は緩やかな回復基調となりましたが、個人消費にお

ける消費者マインドには足踏みが見られ、企業の設備投資は横ばいで推移いたしました。また、景気下振れリスク

により先行きは依然として不透明な状況が続いています。

このような状況の下、当社は新規顧客への取組や既存顧客への提案営業及び要望にお応えするとともに、収益及

び利益の確保に努めてきました。

この結果、当第3四半期累計期間の売上高は350億43百万円（前年同四半期比0.0％増）、営業利益は24億49百万円

（前年同四半期比0.1％増）、経常利益は24億44百万円（前年同四半期比0.0％減）、四半期純利益は14億68百万円

（前年同四半期比5.3％減）となりました。

なお、当社はディスプレイ事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの記載に代えて、市場分野別に記

載しており、次の通りであります。

　

区分

前第3四半期累計期間
(自　平成27年 1月 1日
　至　平成27年 9月30日)

当第3四半期累計期間
(自　平成28年 1月 1日
　至　平成28年 9月30日)

増減

売上高
(百万円)

構成比
(％)

売上高
(百万円)

構成比
(％)

売上高
(百万円)

増減率
(％)

ａ．複合商業施設

　　・総合スーパー
4,590 13.1 5,576 15.9 986 21.5

ｂ．食品スーパー

　　・コンビニエンスストア
4,122 11.8 3,584 10.2 △538 △13.1

ｃ．各種専門店 18,354 52.4 17,680 50.5 △674 △3.7

ｄ．飲食店 4,781 13.6 4,815 13.7 34 0.7

ｅ．サービス等 3,191 9.1 3,386 9.7 195 6.1

合計 35,039 100.0 35,043 100.0 4 0.0
 

 

当第3四半期累計期間における市場分野別の売上高は、前第3四半期累計期間に比べ、複合商業施設・総合スー

パー分野では、ショッピングセンターにおける既存店活性化の取組により、受注が増加いたしました。一方で食品

スーパー・コンビニエンスストア分野及び各種専門店分野では、景況感への不安を背景に消費者の節約志向や企業

の設備投資差し控えの影響を受け、受注は減少いたしました。
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(2)  財政状態の分析

（資産）

当第3四半期会計期間末における資産は、322億41百万円（前事業年度比14億57百万円増）となりました。

流動資産は、前事業年度末に比べ15億円増加し、214億38百万円となりました。その主な要因は、債権の回収に

より完成工事未収入金が26億69百万円減少したものの、未成工事支出金が27億99百万円、現金及び預金が10億38

百万円増加したことによるものです。

固定資産は、前事業年度末に比べ42百万円減少し、108億3百万円となりました。その主な要因は、有形固定資

産が1億8百万円増加したものの、無形固定資産が20百万円、投資その他の資産が1億29百万円減少したことによる

ものです。

（負債）

当第3四半期会計期間末における負債は、78億52百万円（前事業年度比11億21百万円増）となりました。

流動負債は、前事業年度末に比べ11億10百万円増加し、60億5百万円となりました。その主な要因は、工事未払

金が13億93百万円増加したことによるものです。

固定負債は、前事業年度末に比べ11百万円増加し、18億46百万円となりました。その主な要因は、退職給付引

当金が12百万円増加したことによるものです。

（純資産）

当第3四半期会計期間末における純資産は、243億89百万円（前事業年度比3億35百万円増）となりました。その

主な要因は、利益剰余金が3億25百万円増加したことによるものです。

 
(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第3四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題はあり

ません。

 

(4)  主要な設備

当第3四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前事業年度末における計画の著しい

変更はありません。

 

(5)  生産、受注及び販売の実績

当第3四半期累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。
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第3 【提出会社の状況】

 

1 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,669,200

計 40,669,200
 

 

②  【発行済株式】

 

種類
第3四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成28年9月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成28年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,182,109 24,182,109
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株で
あります。

計 24,182,109 24,182,109 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年 7月 1日
～

平成28年 9月30日
－ 24,182 － 3,395,537 － 3,566,581

 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成28年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－
権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式
（単元株式数は100株）普通株式 2,212,000

完全議決権株式（その他）
普通株式

21,898,500
218,985 同上

単元未満株式 普通株式 71,609 － 同上

発行済株式総数  24,182,109 － －

総株主の議決権 － 218,985 －
 

(注) 「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が、それぞ

れ4,000株及び56株含まれております。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決

権の数40個が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成28年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社スペース

東京都中央区日本橋
人形町3－9－4

2,212,000 － 2,212,000 9.15

計 － 2,212,000 － 2,212,000 9.15
 

(注) 株主名簿上は、当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が570株(議決権5個)あります。な

お、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」欄の普通株式にそれ

ぞれ500株及び70株含まれております。

 

2 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の移動はありません。
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第4 【経理の状況】

 

1 四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づき、同規則及び「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）により作成しております。

 

2 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期会計期間（平成28年7月1日から平成28年9月30

日まで）及び第3四半期累計期間（平成28年1月1日から平成28年9月30日まで）に係る四半期財務諸表について、有限

責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

 

3 四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第5条第2項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとし

て、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

  なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

  ① 資産基準                    　1.60％

  ② 売上高基準                  　0.52％

  ③ 利益基準                    △1.36％

  ④ 利益剰余金基準                0.36％

  ※会社間項目の消去後の数値により算出しております。
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1 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第3四半期会計期間
(平成28年9月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 8,761,695 9,800,428

  受取手形 ※1  1,145,574 1,190,430

  完成工事未収入金 8,236,752 5,567,582

  未成工事支出金 1,630,856 4,430,038

  材料及び貯蔵品 7,973 7,424

  その他 203,973 447,549

  貸倒引当金 △48,778 △5,300

  流動資産合計 19,938,047 21,438,153

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 3,082,042 2,990,566

   土地 5,284,867 5,501,705

   その他（純額） 216,225 198,951

   有形固定資産合計 8,583,134 8,691,223

  無形固定資産 131,097 110,376

  投資その他の資産   

   その他 2,135,643 2,006,045

   貸倒引当金 △4,445 △4,445

   投資その他の資産合計 2,131,197 2,001,600

  固定資産合計 10,845,430 10,803,200

 資産合計 30,783,477 32,241,354

負債の部   

 流動負債   

  工事未払金 2,132,295 3,525,652

  短期借入金 300,000 300,000

  未払法人税等 823,270 346,685

  賞与引当金 79,105 532,703

  完成工事補償引当金 35,959 47,627

  受注損失引当金 20,648 39,820

  その他 1,504,391 1,213,237

  流動負債合計 4,895,671 6,005,725

 固定負債   

  長期未払金 351,157 351,157

  退職給付引当金 1,479,402 1,492,030

  その他 4,025 3,242

  固定負債合計 1,834,585 1,846,430

 負債合計 6,730,257 7,852,156
 

 

EDINET提出書類

株式会社スペース(E04902)

四半期報告書

 8/14



 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成27年12月31日)
当第3四半期会計期間
(平成28年9月30日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,395,537 3,395,537

  資本剰余金 3,566,798 3,566,798

  利益剰余金 18,507,173 18,832,789

  自己株式 △1,727,598 △1,727,785

  株主資本合計 23,741,911 24,067,340

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 311,308 321,857

  評価・換算差額等合計 311,308 321,857

 純資産合計 24,053,220 24,389,197

負債純資産合計 30,783,477 32,241,354
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(2) 【四半期損益計算書】

【第3四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第3四半期累計期間
(自 平成27年 1月 1日
　至 平成27年 9月30日)

当第3四半期累計期間
(自 平成28年 1月 1日
　至 平成28年 9月30日)

売上高   

 完成工事高 35,039,728 35,043,969

売上原価   

 完成工事原価 30,983,053 30,976,980

売上総利益 4,056,675 4,066,989

販売費及び一般管理費 1,610,669 1,617,444

営業利益 2,446,005 2,449,544

営業外収益   

 受取利息 885 603

 受取配当金 12,065 13,414

 受取地代家賃 19,819 16,840

 その他 3,634 3,774

 営業外収益合計 36,404 34,633

営業外費用   

 支払利息 3,779 3,321

 売上割引 17,827 18,301

 不動産賃貸費用 11,417 7,139

 その他 4,515 10,831

 営業外費用合計 37,539 39,593

経常利益 2,444,870 2,444,585

特別損失   

 固定資産除売却損 2,656 316

 投資有価証券評価損 － 117,702

 特別損失合計 2,656 118,019

税引前四半期純利益 2,442,214 2,326,566

法人税、住民税及び事業税 1,025,859 973,171

法人税等調整額 △134,079 △114,670

法人税等合計 891,780 858,500

四半期純利益 1,550,433 1,468,065
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

(会計方針の変更等)

当第3四半期累計期間
(自 平成28年1月1日 至 平成28年9月30日)

（会計方針の変更）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取り扱い」（実務

対応報告第32号 平成28年6月17日）を第2四半期会計期間に適用し、平成28年4月1日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　なお、この変更による当第3四半期累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

 
 

 

(四半期貸借対照表関係)

※1　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、前期末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれております。

 
 

前事業年度
(平成27年12月31日)

当第3四半期会計期間
(平成28年9月30日)

受取手形 16,045千円  － 千円  
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第3四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期累計期間

に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第3四半期累計期間
(自 平成27年 1月 1日
 至 平成27年 9月30日)

当第3四半期累計期間
(自 平成28年 1月 1日
 至 平成28年 9月30日)

減価償却費 170,224千円 220,526千円
 

 

(株主資本等関係)

前第3四半期累計期間（自 平成27年1月1日 至 平成27年9月30日）

1 配当金支払額

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年3月27日
定時株主総会

普通株式 571,249 26 平成26年12月31日 平成27年3月30日 利益剰余金

平成27年8月 7日
取締役会

普通株式 505,327 23 平成27年 6月30日 平成27年9月11日 利益剰余金
 

 

2 基準日が当第3四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

当第3四半期累計期間（自 平成28年1月1日 至 平成28年9月30日）

1 配当金支払額

 
決議 株式の種類

配当金の総額
(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年3月30日
定時株主総会

普通株式 593,195 27 平成27年12月31日 平成28年3月31日 利益剰余金

平成28年8月 8日
取締役会

普通株式 549,253 25 平成28年 6月30日 平成28年9月13日 利益剰余金
 

 

2 基準日が当第3四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第3四半期累計期間（自 平成27年1月1日 至 平成27年9月30日）

当社は、ディスプレイ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 

当第3四半期累計期間（自 平成28年1月1日 至 平成28年9月30日）

当社は、ディスプレイ事業の単一セグメントのため、記載を省略しております。

 

(1株当たり情報)

1株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第3四半期累計期間
(自 平成27年1月 1日
 至 平成27年9月30日)

当第3四半期累計期間
(自 平成28年1月 1日
 至 平成28年9月30日)

 1株当たり四半期純利益金額 70円56銭 66円82銭

(算定上の基礎)   

四半期純利益金額(千円) 1,550,433 1,468,065

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,550,433 1,468,065

普通株式の期中平均株式数(株) 21,970,924 21,970,158

   
 

(注) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

2 【その他】

第45期（平成28年1月1日から平成28年12月31日まで）中間配当については、平成28年8月8日開催の取締役会におい

て、平成28年6月30日の最終の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしまし

た。

① 配当金の総額 549,253千円

② 1株当たりの金額 25円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成28年9月13日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成28年11月4日

株式会社 ス ペ ー ス

 取 締 役 会 御中 

有限責任監査法人 ト ー マ ツ  
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   井   上   隆   司   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   小   松         聡   印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社スペース

の平成28年1月1日から平成28年12月31日までの第45期事業年度の第3四半期会計期間(平成28年7月1日から平成28年9月30

日まで)及び第3四半期累計期間(平成28年1月1日から平成28年9月30日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸

借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スペースの平成28年9月30日現在の財政状態及び同日をもって終了

する第3四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

（注）1．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

2．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

株式会社スペース(E04902)

四半期報告書

14/14


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第1企業の概況
	1主要な経営指標等の推移
	2事業の内容

	第2事業の状況
	1事業等のリスク
	2経営上の重要な契約等
	3財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第3提出会社の状況
	1株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	2役員の状況

	第4経理の状況
	1四半期財務諸表
	(1)四半期貸借対照表
	(2)四半期損益計算書
	第3四半期累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	2その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

